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全
国
的
に
暖
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
る
四
月
を
迎
え
ま
し

た
。
近
年
の
温
暖
化
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
比
叡
山
上
で
は
、

こ
の
時
期
当
た
り
前
だ
っ
た
残
雪
も
殆
ど
目
に
す
る
こ
と
が

無
く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
山
麓
の
日
吉
大
社
で
は
、
白
い

浄
衣
姿
の
回
峰
行
者
が
参
道
で
祈
り
を
捧
げ
る
姿
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
変
わ
ら
な
い
光
景
で
比
叡
山
に
四
月

が
訪
れ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
そ
し
て
四
月
と
言
え
ば
も

う
一
つ
、
比
叡
山
で
は
、
毎
年
四
月
四
日
か
ら
十
一
日
ま
で

の
間
、
天
皇
陛
下
の
御
衣
を
奉
安
し
て
供
養
す
る
最
重
要
法

儀
「
御
修
法
」
を
厳
修
し
、
一
年
間
の
「
国
家
安
穏
」、「
世

界
平
和
」
を
祈
り
ま
す
。

世
界
へ
と
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
各
地
で
勃
発
す
る
戦
争
、

自
然
災
害
、
コ
ロ
ナ
感
染
な
ど
、
様
々
な
災
難
が
人
々
を
怯

え
さ
せ
、
こ
れ
ら
か
ら
聞
こ
え
る
種
々
の
情
報
は
、
本
質
を

よ
そ
に
お
互
い
の
正
義
を
ぶ
つ
け
合
い
、
人
々
の
精
神
の
混

乱
を
招
い
て
い
ま
す
。人
々
は
何
の
為
に
生
き
て
い
る
の
か
、

ど
う
生
き
れ
ば
良
い
の
か
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

儒
教
の
経
書
の
一
つ
『
大
学
』
に
は
「
修
身
斉
家
治
国
平

天
下
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
先
ず
は
、
修
身
、

己
を
修
め
よ
」
と
、
自
分
を
磨
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
も

の
で
す
。
宗
祖
伝
教
大
師
も
『
願
文
』
で
誓
い
を
立
て
ら
れ

て
比
叡
山
に
お
籠
り
に
な
り
、
山
修
山
学
を
も
っ
て
己
を
磨

く
こ
と
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

我
々
は
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る
忙
し
さ
や
面
倒
臭
さ
を

理
由
に
、
己
を
磨
く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
を
怠
り
、
挙
句
、
本

質
を
見
極
め
て
伝
え
る
こ
と
ま
で
放
棄
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
様
々
な
混
乱
を
招
い
て
い
る

と
、
改
め
て
猛
省
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

現
代
社
会
の
混
迷
は
実
に
耐
え
難
い
も
の
で
あ
り
、
悪
夢

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

日
々
の
な
か
で
自
己
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
時
に
は
気
分
を
転
換
し
、
爽
や
か
な
日
の
光
と
空
気
の

中
で
深
く
呼
吸
を
し
て
、
野
に
山
に
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
我
々
も
皆
さ
ま
に
寄
り

添
い
共
に
歩
め
る
よ
う
、
日
々
仏
道
修
行
に
研
鑚
し
祈
り
を

捧
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

日日々々研研鑽鑽ししてて己己をを磨磨くく

令
和
5
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

真
の
心
を
開
き
発
こ
す

比
叡
山
１
面
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ら
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山
麓
坂
本
の
春
、
日
吉
馬
場
か
ら
里
坊
前
の
満
開
の
桜
と
伝
教
大
師
が
崇
敬
さ
れ
た
八
王
子
山
を
仰
ぐ
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大
法
会
の
円
成
に
根
本
中
堂
が
法
悦
で
湧
く

震
災
、コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
五
十
年
後
に
繋
ぐ
不
変
の
み
教
え

平
成
２４
年
春
に
開
闢
し
た
天
台
宗
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
が
、
慈
覚
大
師
一
千
百
五

十
年
御
遠
忌
、恵
心
僧
都
一
千
年
御
遠
忌
並
び
に
伝
教
大
師
御
生
誕
一
千
二
百
五
十
年
、

相
応
和
尚
一
千
百
年
御
遠
忌
、そ
し
て
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠
忌
の
円
成
を
経
て
、

つ
い
に
３
月
１６
日
、
総
結
願
奉
告
法
要
を
迎
え
た
。
今
特
集
で
は
午
前
中
に
根
本
中
堂

で
奉
修
さ
れ
た
四
箇
法
要
を
始
め
、
午
後
か
ら
東
塔
・
西
塔
・
横
川
の
三
塔
を
代
表
す

る
堂
舎
で
同
時
刻
に
修
さ
れ
た
法
要
の
様
子
を
報
告
す
る
。

緊張感高まる静寂の根本中堂内陣で御本尊の薬師如来と不滅の法燈を前に、１１年間の様々な想いを込め法要を勤められる座主猊下（中央）。左右は全国より参じた出仕僧侶

円成を慶ぶ参列者挨拶する阿部総長水尾執行それぞれの想いを胸に参列する 最高の儀式服袍裳七條をまとった絢爛豪華な出仕僧の行列に参列者も合掌を捧げる

法
要
後
に
は
比
叡
山
親
善
大
使
森
友
嵐
士
氏
に
よ
り
、
大
法

会
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
雨
上
が
り
に
咲
く
虹
の
よ
う
に
」
が

歌
唱
奉
納
さ
れ
た

天
も
祝
福
す
る
か
の
よ
う

な
早
春
の
陽
射
し
が
眩
し
い

３
月
１６
日
、
天
台
宗
祖
師
先

徳
鑽
仰
大
法
会
総
結
願
奉
告

法
要
が
、
根
本
中
堂
で
午
前

１０
時
３０
分
、
四
箇
法
要
を
も

っ
て
厳
修
さ
れ
た
。

法
要
は
大
樹
孝
啓
天
台
座

主
猊
下
を
大
導
師
に
、
各
教

区
宗
務
所
所
長
、
延
暦
寺
一

山
住
職
３８
名
が
宗
を
代
表
し

て
出
仕
、
宗
内
外
の
諸
大
徳

を
始
め
伝
教
大
師
最
澄
１
２

０
０
年
魅
力
交
流
委
員
会
の

委
員
や
各
所
か
ら
約
２
０
０

名
の
関
係
者
が
随
喜
す
る
な

か
奉
修
さ
れ
た
。出
仕
僧
は
、

延
暦
寺
大
書
院
を
出
発
し
、

約
１０
分
を
か
け
根
本
中
堂
ま

で
行
道
し
た
。

根
本
中
堂
内
陣
に
出
仕
僧

に
よ
る
声
明
の
優
雅
な
旋
律

が
響
く
な
か
、
大
樹
座
主
猊

下
が
法
則
を
読
み
上
げ
ら
れ

た
。
法
則
で
は
慈
覚
大
師
、

恵
心
僧
都
、
相
応
和
尚
、
宗

祖
伝
教
大
師
の
偉
業
が
讃
え

ら
れ
、
続
い
て
大
法
会
の
円

成
に
「
衆
力
合
成
、
神
仏
加

護
の
賜
物
」
と
深
く
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
大
法
会
期
間
中
に

起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
や

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
、「
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
渦

中
に
結
願
を
迎
え
、
宗
祖
列

祖
の
疫
病
退
散
の
祈
り
に
心

を
同
じ
く
す
る
」
と
想
い
を

表
さ
れ
る
と
共
に
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
各
地

で
勃
発
す
る
戦
争
に
つ
い

て
、「
世
界
平
和
と
萬
民
の

福
寿
増
進
に
不
断
の
勇
猛
心

を
修
し
、
浄
仏
国
土
の
実
現

に
邁
進
す
る
」
と
の
決
意
を

述
べ
ら
れ
た
。

法
要
を
終
え
挨
拶
に
立
っ

た
阿
部
昌
宏
天
台
宗
宗
務
総

長
は
、「
大
法
会
開
闢
の
諭

示
に
て
発
せ
ら
れ
た
〈
道

心
〉、〈
忘
己
利
他
〉
の
実
践

に
よ
る
〈
浄
仏
国
土
〉
建
設

の
教
示
を
今
一
度
肝
に
銘
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
う
え
で
、「
５０
年
後
の

大
遠
忌
に
向
け
、
祖
師
方
の

ご
遺
徳
を
あ
ら
た
め
て
偲
び
、

宗
祖
の
み
教
え
を
未
来
に
継

承
し
て
い
く
」
と
誓
っ
た
。

続
い
て
水
尾
寂
芳
延
暦
寺

執
行
は
、「
前
回
の
大
遠
忌

か
ら
５０
年
が
経
ち
、
Ｉ
Ｔ
社

会
の
構
築
や
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
生
活
ス
タ
イ
ル
で
我
々

の
環
境
は
変
化
し
た
。
今
後

５０
年
で
一
層
の
変
化
が
見
込

ま
れ
る
が
、
そ
の
行
き
着
く

先
は
本
当
に
私
た
ち
が
目
指

し
て
い
る
場
所
な
の
か
。
答

え
が
見
え
な
い
」
と
語
り
、

そ
れ
を
踏
ま
え
、「
変
化
の
激

し
い
こ
れ
か
ら
の
時
代
で
も
、

伝
教
大
師
が
示
さ
れ
た
変
わ

る
こ
と
の
な
い
み
教
え
を
信

じ
て
、
比
叡
山
上
か
ら
不
安

を
抱
え
る
人
々
の
心
の
救
済

に
努
め
た
い
」と
挨
拶
し
た
。
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三
塔
全
山
で
午
後
2
時
か
ら
一
斉
に
法
要
奉
修

宗
内
諸
団
体
が
出
仕
し
報
恩
の
誠
捧
げ
る

布
教
を
通
じ
宗
祖
の
み
教
え
を
敷
衍
す
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
決
意
す
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

東
塔
地
域
を
代
表
す
る
堂

舎
で
あ
る
大
講
堂
で
は
、
金

子
聡
秀
布
教
師
会
会
長
（
東

京
教
区
永
安
寺
住
職
）
を
導

師
に
穴
穂
行
仁
師
（
京
都
・

穴
太
寺
住
職
）
が
会
行
事
を

勤
め
、
天
台
宗
布
教
師
会
の

委
員
約
４０
名
が
出
仕
し
て
法

要
が
奉
修
さ
れ
た
。

法
要
で
は
『
妙
法
蓮
華

経
』「
安
楽
行
品
」
が
読
誦

さ
れ
、
宗
祖
伝
教
大
師
が
叡

山
に
籠
ら
れ
る
際
に
誓
願
を

立
て
ら
れ
た
『
願
文
』
を
読

み
上
げ
る
こ
と
で
、
伝
教
大

師
及
び
祖
師
方
に
報
恩
の
誠

を
捧
げ
た
。

祖
師
方
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
国
宝
を
育
成
し
て
祖
師
方
の
御
恩
に
報
い
る
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西
塔
地
域
の
本
堂
で
あ
る

釈
迦
堂（
転
法
輪
堂
）で
は
、

細
野
舜
海
宗
議
会
議
長
（
南

総
・
観
明
寺
住
職
）
を
導
師

に
辻
井
芳
道
師
（
滋
賀
・
眞

迎
寺
住
職
）
が
会
行
事
を
勤

め
、
天
台
宗
宗
議
会
の
議
員

約
３０
名
が
出
仕
し
て
法
要
が

奉
修
さ
れ
た
。

法
要
で
は
『
妙
法
蓮
華

経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
読

誦
に
続
き
『
山
家
学
生
式
』

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
伝
教
大

師
が
目
指
し
た
大
乗
戒
確
立

へ
の
想
い
を
偲
び
、「
道

心
」、「
忘
己
利
他
」
の
実
践

を
誓
っ
た
。

次
の
大
遠
忌
ま
で
の
道
の
り
を
自
ら
が
中
心
と
な
る
べ
く
研
鑽
す
る
こ
と
を
誓
う

横
川
地
域
の
本
堂
で
あ
る

横
川
中
堂
で
は
、
角
本
尚
隆

代
表
（
九
州
西
・
長
壽
寺
住

職
）
を
導
師
に
甲
斐
健
盛
師

（
兵
庫
・
與
樂
寺
住
職
）
が

会
行
事
を
勤
め
、
天
台
仏
教

青
年
連
盟
の
会
員
約
４０
名
が

出
仕
し
て
法
要
が
奉
修
さ
れ

た
。法

要
で
は『
妙
法
蓮
華
経
』

「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
が

読
誦
さ
れ
、
そ
の
後
出
仕
僧

侶
に
よ
る
伝
教
大
師
の
『
御

遺
戒
』の
読
み
上
げ
も
っ
て
、

宗
祖
の
み
教
え
と
御
遺
志
を

の
ち
の
仏
の
御
世
ま
で
伝
え

て
い
く
事
が
決
意
さ
れ
た
。

根
本
中
堂
で
法
要
始
ま
る

大
講
堂
・
天
台
宗
布
教
師
会

釈
迦
堂
・
天
台
宗
宗
議
会

横
川
中
堂
・
天
台
仏
青
連
盟
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